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「み
た
ま
の
ふ
ゆ
」
と
は
、
私
共
が
常
に
蒙
り
い
た
だ
い
て
ゐ
る

大
神
様
の
恩
徳
、
加
護
、
御
神
威
を
尊
称
し
た
言
葉
で
す
。
人
間
は

自
分
ひ
と
り
の
力
で
生
き
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
、　
つ
ね
に

「み
た
ま

の
ふ
ゆ
」
を
い
た
だ
い
て
、
生
か
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
す
。

絵
は
が
き
に
み
る
金
沢
八
景

江
戸
時
代
か
ら
風
光
明
媚
な
景
勝
地
と
し
て
行
楽
客
が

訪
れ
る
や
う
に
な
り
、
「金
沢
人
景
」
の
名
称
も
生
ま
れ
、

土
産
物
と
し
て
浮
世
絵
が
刷
ら
れ
る
や
う
に
な
り
ま
し
た
。

中
で
も
広
重
の

「金
沢
八
景
」
が
有
名
で
す
。

明
治
の
文
明
開
化
か
ら
写
真

の
技
術
が
普
及
す
る
と
、

浮
世
絵
は
絵
は
が
き
に
変
は

っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
カ
ラ
ー

写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
モ
ノ
ク

ロ
の
写
真
に

水
彩
絵

の
具
で
色
づ
け
さ
れ
た
絵
は
が
き
が
出
回
り
ま
し

た
。

「金
沢
人
景
」
の
人
枚
の
ほ
か
に
、
「人
勝
全
景
」
と

「九
覧
亭
」
を
加

へ
た
十
枚
組
の
セ

ツ
ト
も
好
ま
れ
た
や

う
で
す
。
上
の
写
真
も

「金
澤
名
勝
」
と
題
し
た
十
枚
組

の
う
ち
の

「人
勝
全
景
」
で
す
。

「金
沢
人
景
」
は
当
時
拡
張
さ
れ

つ
つ
あ

つ
た
横
須
賀

軍
港
に
ち
か
く
、
地
形
の
判
る
絵
は
が
き
の
出
版
に
は
軍

部
の
許
可
が
必
要
で
し
た
。
上
の
写
真
に
は

「東
京
湾
要

塞
司
令
部
地
１４
第
十
七
琥

・
横
須
賀
鎮
守
府
第
二
琥
ノ
三

大
正
十
四
年
二
月
二
十
五
日
検
閲
済
」
の
注
記
が
下
方
に

印
刷
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
（注
記
部
分
は
省
き
ま
し
た
）

瀬
戸
橋
が
間
に
島
を
挟
ん
だ
二
本

の
橋
に
な

つ
て
ゐ
る

の
が
判
り
ま
す
。
ま
た
千
代
本
楼

の

一
部
が
三
階
に
な

つ

て
ゐ
ま
す
。
見
晴
ら
し
の
良

い
こ
と
で
当
時
人
気
が
あ

っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

大
正
十
二
年
の
大
震
災
の
直
後
で
す
が
、
民
家
も
含
め

て
建
物
の
多
く
は
倒
壊
を
免
れ
て
ゐ
る
様
子
で
す
。

平
成
二
十
年
祭
事
暦

◎
　
一
月
　
一
日
　
歳
旦
祭

鶏
鳴
神
事

◎
　

二̈
月
二
一
日
　
春
季
大
祭

祈
年
祭

。
合
祀
神
例
祭

◎
　
四
月
二
九
日
　
昭
和
祭

◎
　
五
月

一
五
日
　
例
大
祭

神
社
本
鷹
献
幣
使
参
向

琵
琶
島
弁
天
社
へ
神
輿
渡
御

◎
　
占ハ
月
二
０
日
　
大
祓
式

大
祓
人
形
納
め

・
茅
の
輪
神
事

◎
　
七
月
　
八
日
　
天
王
祭
出
御
祭

本
社
神
輿
御
霊
入

。
宮
出
渡
御

◎
　
七
月

一
０
日
　
一二
つ
目
神
楽

無
形
文
化
財
湯
立
て
神
楽

◎
　
七
月

一
五
日
　
天
王
祭
巡
幸
祭

天
王
神
輿
町
内
巡
幸

◎
　
七
月
二
二
日
　
手
子
神
社
例
祭

◎
　
九
月
　
一
日
　
浅
間
神
社
例
祭

◎
　
九
月

一
七
日
　
熊
野
神
社
例
祭

無
形
文
化
財
湯
立
て
神
楽

◎

一
〇
月

一
四
日
　
手
子
神
社
秋
祭

無
形
文
化
財
湯
立
て
神
楽

◎

一
一
月
二
三
日
　
秋
季
大
祭

新
嘗
祭

◎

一
二
月
　
八
日
　
歳
の
市

開
運
熊
手
授
与

◎

〓
一月
壬
二
日
　
天
長
祭

◎

一
二
月
二
一
日
　
大
祓
式

大
祓
人
形
納
め

・
古
札
焼
納
式

◎
　
毎
月
　
一
日
　
月
次
祭
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金
沢
人
景
の
絵
は
が
き
と
鉄
道
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
に
見
る

大
正
～
昭
和
初
期

の
風
景

一
面
に
掲
載
し
た
大
正
十
四
年
検

閲
の
彩
色
絵
は
が
き
の

「稽
名
晩
鐘
」

が
写
真
①
で
す
。

よ
く
見
る
と
、
鐘
楼

（吊
り
鐘
堂
）

が
な
く
、
台
座

の
上
に
、
鐘
が
直
接

乗
せ
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。

大
正
十
二
年
の
震
災
の
直
後
で
す

の
で
、
鐘
楼
が
倒
壊
し
た
あ
と
の
撮

影
の
や
う
で
す
。

写
真
②
の
称
名
寺
は
、
鐘
楼
も
本

堂
も
茅
葺
き
で
、

こ
れ
が

一
番
古
い

写
真

の
や
う
で
す
。
写
真
③
は
鐘
楼

は
茅
葺
き
で
す
が
、
本
堂
は
瓦
に
な

つ
て
ゐ
て
、
こ
れ
が
震
災

の
直
前

こ

ろ
と
思
は
れ
ま
す
。

震
災
後

の
鐘
楼
は
瓦
葺
き
で
再
建

さ
れ
、
写
真
④
の
や
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
は
昭
和
五
年
の
検
閲

の
注
記

が
あ
り
ま
す
。

検
閲
の
注
記
に
日
付
が
な

い
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、

こ
ん
な
建
物
の
変

化
か
ら
お
よ
そ
の
時
代
が
推
定
で
き

ま
す
。

○

写
真
⑤
は
古

い
瀬
戸
橋

の
写
真
で

す
。
橋
の
中
央
に
中
島
が
置
か
れ
て

ゐ
る
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
二

階
建
て
の
建
物
は

「東
屋
」
で
せ
う
。

昭
和
五
年
の
検
閲
日
付

の
あ
る
瀬

戸
橋
は
写
真
⑥
で
す
。

コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
眼
鏡
橋
形
状
に
架
け
替

へ
ら
れ

て
ゐ
ま
す
。
絵
は
が
き
に
は
自
動
車

の
写

つ
た
も
の
が
見
当
た
ら
な

い
の

で
す
が
、
昭
和
五
年
こ
ろ
に
は
自
動

車
も
渡
れ
る
橋
が
必
要
に
な

っ
た
の

機

"瀬
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で
せ
ン，
。

○

自
動
車

の
写
真
が
見
当
た
ら
な

い

と
言
ひ
ま
し
た
が
、
写
真
⑦
に
は
な

ん
と
飛
行
機
が
飛
ん
で
ゐ
ま
す
。

昭
和
五
年
の
検
閲
日
付

の

「
乙
艦

帰
帆
」
で
す
。
追
浜
に
航
空
隊
の
飛

行
場
が
で
き
、
乙
臆
上
空
は
複
葉
機

が
見
ら
れ
る
の
も
観
光
価
値
が
あ

っ

た
や
う
で
す
。

写
真
⑨

の
海
水
浴
パ
ン
フ
レ
ツ
ト

に
は
金
沢
八
景

「海

の
家
」

の
紹
介

文
に
遠
浅
で
波
静
か
、
海
水
清
澄
な

ど
の
特
色
に
続
き

「
野
島
続
き
の
追

浜
海
軍
飛
行
場
は
眼
前
に
広
が
り
、

）

頭
上
碧
空
に
乱
舞
す
る
飛
行
機
の
爆

音
は
勇
ま
し
く

。
・
。
」
と
の
記
述

も
見
ら
れ
ま
す
。

写
真
③
は
、
手
前
に
魚
す
く
い
を

し
て
ゐ
る
子
供
た
ち
が
ゐ
て
、
遠
景

に
は
電
車
が
走

つ
て
ゐ
ま
す
。

こ
れ

に
は
検
閲
日
付
が
な

い
の
で
す
が
、

昭
和
五
年

の
湘
南
電
気
鉄
道

の
開
業

直
後
の
こ
ろ
と
思
は
れ
ま
す
。

湘
南
電
気
鉄
道
は
、
当
初
、
黄
金

町
～
浦
賀
問
お
よ
び
金
沢
人
景
～
湘

南
逗
子
間
の
運
行
で
し
た
が
、
昭
和

八
年
に
は
横
浜
駅
で
京
浜
電
気
鉄
道

と
接
続
し
、
品
川
か
ら
の
直
通
運
転

も
開
始
し
ま
し
た
。
（両
電
鉄
は
の
ち

）

に
合
併
し
、
こ
れ
が
現
在

の
京
浜
急

行
電
鉄
に
な
り
ま
す
。
）

写
真
⑨
⑩
は
そ
の
当
時

の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
す
。

夏
に
は
海
水
浴
、
春
秋
に
は
金
沢

人
景
め
ぐ
り
の
ハ
イ
キ
ン
グ
が
推
奨

さ
れ
て
を
り
ま
す
。

金
沢
人
景
遊
覧

の
コ
ー
ス
と
し
て

は

「金
沢
文
庫
駅
―
金
沢
文
庫
―
称

名
寺
―
金
沢
園
―
野
島
―
琵
琶
島
弁

天
―
瀬
戸
明
神
―
九
覧
亭
―
権
現
山

遊
園
地
―
金
沢
八
景
駅
」
と
の
案
内

が
あ
り
ま
す
。

権
現
山
遊
園
地
と
記
載
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
こ
は
現
在
、
横
浜
市

の
計

画
と
し
て

（仮
称
）
金
沢
人
景
西
公

園
と
し
て
、
公
園
造
成

の
作
業
が
進

め
ら
れ
て
を
り
ま
す
。
こ
の

（仮
称
）

が
削
除
さ
れ
て
正
式
名
称
が
近

々
に

も
決
定
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ

の
際
に
は
、
昭
和
の
初
期
に
は

「権

現
山
遊
園
」
と
呼
ば
れ
て
ゐ
た
こ
と

も
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
ひ

ま
す
。

蒟 花 の 彙小

⑦
ヽ
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瀬
戸
神
社
略
縁
起

大
土Ｒ

今
の
泥
亀
町
、
大
川
町
、
釜
利
谷
町
小
泉
の
あ
た
り
ま
で
海
が
入
り
こ
み
、
柳

町
や
六
浦
町
の
塩
場
、
南
六
浦
、
内
川
町
内
も
す
べ
て
海
で
し
た
。
そ
し
て
洲
崎
と
瀬
戸

の
間
は
、
潮
の
干
満
時
に
は
急
流
が
渦
を
巻
き
、
容
易
に
渡
れ
ぬ
難
所
で
し
た
。
古
代
人

が
こ
こ
に
海
神
を
祀
っ
た
の
が
瀬
戸
神
社
の
起
原
で
、
今
か
ら
千
五
百
年
以
上
も
前

（古

墳
時
代
）
の
こ
と
で
す
。

治
承
四
年

（
一
一
人
○
）
鎌
倉
に
入
っ
た
源
頼
朝
が
、
日
頃
崇
敬
す
る
伊
豆
三
島
明
神

を
こ
の
霊
域
に
遷
祀
し
て
か
ら
は
、
六
浦
港
の
守
り
神

「瀬
戸
三
島
大
明
神
」
と
し
て
鎌

倉
幕
府
を
は
じ
め
上
下
の
尊
信
を
あ
つ
め
、
そ
の
後
、
足
利
氏
、
小
田
原
北
条
氏
の
崇
敬

も
篤
く
、
江
戸
時
代
に
は
名
勝
金
沢
八
景
の
中
心
に
あ
っ
て
、
百
石
の
社
領
を
有
す
る
大

社
と
し
て
、
江
戸
の
町
民
の
間
に
ま
で
信
仰
者
が
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。

明
治
六
年
郷
社
に
列
格
、
戦
後
は
宗
教
法
人
と
な
り
神
奈
川
県
神
社
靡
献
幣
使
参
向
神

社
に
指
定
。
現
在
の
社
殿
は
寛
政
十
二
年
の
建
造
で
、
昭
和
四
年
に
屋
根
を
銅
葺
き
に
改

め
、
平
成
二
十
四
年
に
は
御
屋
根
替
へ
と
修
増
築
の
御
修
営
事
業
が
行
は
れ
ま
し
た
。

御
　
祭
　
神

大
山
祗

（お
ほ
や
ま
つ
み
）
の
命

伊
豆
国
三
島
大
社
、
伊
予
国
大
三
島
の
大
山
祗
神
社
の
御
祭
神
と
同
じ
海
上
交
通
の
神

で
あ
る
と
同
時
に
、
水
源
地
を
司
る
山
の
神
で
あ
り
、
金
属
、
岩
石
、
木
材
な
ど
の
建
築

資
材
や
、
森
林
、
鳥
獣
に
至
る
ま
で
、　
一
切
の
生
活
資
源
は
、
こ
の
大
神
の
恩
徳
に
よ
る

も
の
で
す
。

天
孫
瑣
覆
杵
尊
の
御
肩
と
な
ら
れ
た
木
花
咲
耶
姫
の
御
父
神
に
あ
ら
れ
ま
す
。

須
佐
之
男

（す
さ
の
を
）
の
命

配
祀
の
神
の
須
佐
之
男
命
は
、
天
照
大
神
の
御
弟
神
で
、
人
俣
の
大
蛇
を
退
治
さ
れ
た

神
話
は
有
名
で
す
。
自
然
界
、
人
間
界
の
罪
け
が
れ
や
悪
者
を
追
ひ
祓
ひ
、
人
々
の
苦
し

み
を
除
い
て
お
守
り
く
だ
さ
る
神
様
で
、
別
名
を

「天
王
さ
ま
」
と
仰
が
れ
て
ゐ
ま
す
。

七
月
の
天
王
祭
り
に
は
大
神
輿
で
氏
子
町
内
を
く
ま
な
く
御
巡
り
に
な
り
ま
す
。

菅
原
朝
臣
道
真
公

天
満
大
自
在
天
神
と
も
尊
称
し
、　
一
般
に
は

「天
神
さ
ま
」
と
親
し
ま
れ
て
呼
ば
れ
ま

す
。
書
道
、
学
問
、
詩
文
、
和
歌
に
秀
で
て
を
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
至
誠
、
尽
忠
、
孝

道
、
正
義
、
国
家
鎮
護
の
神
さ
ま
で
も
い
ら
つ
し
や
い
ま
す
。

境

内

の
危

険

樹

木

の
整

備

作

業

瀬
戸
神
社
の
背
後
の
鎮
守
の
社
は
、

横
浜
市

の
天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ

れ
、
ま
た
境
内
に
は
古
木

。
名
木
指

定
の
樹
木
も
多
数
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
老
木

・
古
木
の
な
か
に

は
、
枯
損
す
る
も
の
が
多
く
出
て
き

ま
す
。

昨
冬
か
ら
今
春
に
か
け
て
、
後
背

地
社
叢
林

の
ホ
ル
ト
ノ
キ
ほ
か
大
き

な
物
を
五
本
、
ま
た
宝
物
庫
前

の
イ

チ

ョ
ウ

一
本
を
危
険
木
と
し
て
伐
採

し
ま
し
た
。

銀
杏
は
、
二
〇
年
ほ
ど
前
に
、
隣

に
あ

っ
た
も
う

一
本
が
大
風
で
倒
れ

ま
し
た
が
、
残
り
の

一
本
も
次
第
に

棗11/

傾
斜
が
目
立
ち
、
根
本
に
は
サ
ル
ノ

コ
シ
カ
ケ
が
発
生
す
る
な
ど
、
老
衰

状
態
が
目
立

つ
て
き
ま
し
た
。

ホ
ル
ト
ノ
キ
も
完
全
に
枯
死
状
態

で
、
倒
れ
れ
ば
宝
物
庫
に
被
害
を
及

ぼ
し
、
ま
た
い
づ
れ
も
参
拝
者
や
通

行
人

へ
の
被
害
を
未
然
に
予
防
す
る

た
め
に
も
、
大
が
か
り
な
作
業
で
し

た
が
、
処
理
を
い
た
し
ま
し
た
。


